
海浜性甲虫コケシガムシの幼生期に関する知見

林 成多・端山 武

Notes on the immature stages of Cercyon aptus Sharp
(Coleoptera: Hydrophilidae)
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は じ め に

ケシガムシ類は代表的な陸生ガムシである. その中でもケシガムシ属Cercyonは種数の多いグループで, 外
見がよく似ている種が多く, 成虫でも同定が困難な種も少なくない (保科, 2005). 一部の種は海浜に生息し,
打ち上げられた海藻に集まることが知られている (例えば, 中根, 1954; 佐藤, 1958). 海岸性ケシガムシ類
は種類が限られるため, 陸域に生息する種に比べれば同定をしやすい. 近年では北海道の離島や千島列島の海
岸性ヶシガムシ相が解明されつつある(0HARA and JIA,2006; 0HARA,2008).
筆者らは島根県の海岸をフィールドとして海岸性甲虫の研究を行っている (河上・ 林, 2007 ; 端山・ 宮永,

2008). 西日本の海岸性ヶシガムシ相は, 北日本に比べると種数が少なく, 一つの海岸でみられる種は多くて
も3 種程度である. 島根県の砂浜ではコケシガムシCercyon (Cercyon) aptus SHARPが非常に多く生息してい
る (河上・ 林, 2007) が, これまで幼虫を確認したことがなかった. そこで, 2008 年のシーズンでは, コケシ
ガムシの幼虫に注目して調査を行ったところ, 野外で幼虫と蛹を確認することができた. 本論文では,  コケシ
ガムシの幼生期について, 室内飼育の結果を含めて報告する.

調査方法
野外では, 林は海浜に打ち上げられた海藻下の砂を草掻き鎌で掘って, 幼虫と蛹を探した. 端山は, メッシュ
ー mmの篩を使用したが, 砂が湿っている場合は, そのまま海藻の下の砂や海藻に付いている砂をバットに広
げて幼虫を探した.
飼育は室温条件下で行い, 2008 年6 月7 日に古浦海岸で採集した3 個体をシャーレに入れて行った.
シャーレには砂を敷き詰め, その上に打ち上げ海藻をのせた. 飼育観察は不定期に行った.  この飼育によって
幼虫と成虫の対応関係を確認した.
写真撮影は主に光学顕微鏡を用いて撮影し, 焦点合成ソフト (ケニスのフォトメジャー) を用いて合成した.
一部の写真は双眼実体顕徴鏡を用いて撮影した. スケッチに使用した標本は, 10% KOH水溶液に常温で1 時
間浸したものを観察した.
幼虫と蛹の標本は70% のエタノールで固定して保存した. 標本は筆者らがそれぞれ保管している.

結果と考察
野外での観察
コケシガムシの成虫は春と秋に個体数が多く, 5 月から7 月に重点をおいて幼虫を探した. 砂浜に打ち上げ
られた海藻は腐敗が始まると, 多数のハエ目の幼虫が発生するため, その中からコケシガムシの幼虫を探すの
は難しかった. また, 外見がよく似ているハマベエンマムシ類の幼虫もいるため, 野外において肉眼で区別す
るのが難しかった. 今回の調査で, 筆者らは計31 頭の幼虫を採集し, 成虫が集まる海藻中やその下の砂中に幼
虫も生息することを確認することができた. また, 蛹についても1 個体のみではあるが, 砂の下から発見する
こ とができた.
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図1.   コヶシカムシ終的論幼虫 ( 神戸川河冂産).  A-C. 頭部と前理10: D-F, 理l部先端: G. d1ﾂ部-1 't面 ; H . 日l・部第1 節の気
(右側面) ;  I, 頭部拡大.  A, D, G-Iか背面,  B, Eか左側面,  その他か 面.   スケールはIのみ0.1 mm; その他は
すべて 0.5 mm ( u通).
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コケシガムシの成虫は通常, 上翅が黄褐色をしている.  しかし, 新成虫では, 上翅が白色に近い色彩をして
おり, 野外では非常に目立つ (標本では変色してしまう). 新成虫は春と秋に出現することから, 少なくとも年
に2 回は繁殖をしていると考えられる. 島根県の日本海沿岸では, 秋から春に海藻の漂着が多く, 夏は海が穩
やかなために海藻の漂着が非常に少ない (海水浴場では “海岸清掃” によって除去されることも多い). そのた
め,  コケシガムシは海浜に海藻の多い時期に繁殖をしているのではないかとみられる. 従って, 継続的に海藻
が供給されれば, 真夏でも繁殖する可能性はある.

室内での飼育
6 月7 日から飼育を開始した. 4 日後の6 月 l l 日に観察を行ったときは, 3 個体ともに幼虫のままであった
が, 飼育開始当初よりも体が一回り大きくなっており体色が白く白濁していた. 飼育開始時は這って移動して
いたが, 6 月 11 日には体をくねらす動きしか見られなかった. 6 月 17 日には, 3 個体のうち 2 個体は羽化し
ており, コケシガムシの新成虫が確認されたが, 残りの1 個体は蛹であった. 新成虫は, 体全体が黄褐色に呈
しており, すぐそばには蛹の抜け殻があった. 以上の飼育結果から, 羽化した2 個体は6 月 11 日以降, 6 月
17 日以前に蛹になったことから, 室温条件下で蛹期間は多く見積もっても 6 日間であり, 実際にはより短い目
数であると推定される.

幼虫と蛹の形態について
今回得られたコケシガムシ (図 l -3) の終齢幼虫は, 体長が約 5 mmである. 頭部および前胸, 中胸・ 後胸
のキチン板は種色で, その他の部分は白色 (薄いクリーム色). 全体に細長く , 胸部から前方に向かって細くな
り, 頭部は腹部の半分程度の幅がある (図2A). 頭部の側方寄りには, 単純な形状の小さな単眼があり, 水生
ガムシ類 (例えば,  ヒメガムシ) にみられるような複雑な形状をしていない (図 IA). 表面は背面側・ 腹面側
ともに平滑で目立った溝は認められない. 頭部前緑は左右不対象で, 大きな突起や粗い鋸歯はない (図2). 触
角と小顎ひげは太短く, 触角は8 節で先端の節は2 本に分かれ, 小顎ひげは5 節で疎らに毛を伴う. 小額ひげ
の方が触角より長い. 大顎 (図 l l, 2) は単純な形状で鋸歯はなく , 左右不対象: 右大顎 (図2b) は内側の中央
部に突起 (歯) があるが, 左側にはない; 右側の大顎の方がより強く曲がっている. 下唇突起と下唇ひげは短
く , 目立たない. 胸部は, 前胸全体と中胸背面, 後胸背面の一部がキチン板となっており, 背面には正中線が
ある (図1G). 胸部の腹面には肢がない (図 IB, C). 中胸背面の側方には一対の弧状の黒い線がある (図1G).
中胸側面に気門があり, 前胸と後胸には認められない. 腹部は全体に軟体状でキチン板を欠いている. 各腹節
の表面は横しゎゃ凹凸があるが, 顕著な突起はない. また, 下面に腹脚もない. 腹部第1 節から7 節の側面に
は小さな気門がある (図1H). a更部第8 節の背面は板状で, 先端は三裂した山型をしている (図 ID, 2). 尾突
起は小さく長い毛を伴う. 今回, 観察に用いた標本では, 刺毛が十分に観察できなかった.  これは標本を野外
で採集したためで, 砂中に生息することから, 摩耗などにより毛がなくなっていたためと思われる. 毛の状態
を観察するには, 飼育を行い, 脱皮直後の個体を観察する必要がある.
蛹 (図8b, C) は長惰円形で, 長さが2.9 mm. 胸部から腹部の背面に細長い複数のトゲがある. 腹部は背面
にトゲの列がある. 腹部先端には, 2 本の短い尾突起があり, 先は尖る. 野外で確認した蛹1 頭には, 尾突起に
終齢幼虫の抜け殻が付着していた.  また, 生時には腹部を活発に動かした.
ケシガムシ属の幼虫は, 林 (1986) やDE MARz0( l999) などによって報告されている. DE MARz0(1999) は
海浜からC. (Cercyon) arenarius REYの幼虫を図示・ 記載しているが,  コケシガムシの幼虫は頭部や胸部, 腹
部先端の形状がこの幼虫とほぼ一致している. 一方, 林 (1986) は亜属が異なるゥスモンケシガムシC. (Parac-
ycreon) laminatus SHARPの幼虫を図示している.  これと比較すると, 頭部の形状は, 基本的に構造が一致す

図2.  コケシガムシ終齢幼虫 (久代川河口産).  左の図力1左右大額と頭部前緑; 右の図がail部末端の背面側.  スケールは
共通.
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図3.  コケシガムシ終齢幼虫 (神戸川河口産) とi購 (久代川河口産). A, 幼虫の背面; B-C, 蛹 (B, 面; C, 背面).  ス
ケールは 1.0 m m.

る.  しかし, 胸部のキチン板が前胸にしかなく,  コケシガムシとは大きく異なっている.  これは, ケシガムシ
属内での亜属の連いを反映している可能性があり, 今後, 材料を集めて比較する必要がある.

採集記録
野外で確認した幼虫(L) と蛹 (P) の採集データを示す. 採集者はMHが林, THが端山である. このほか, 端
山は礫浜でもケシガムシ属の幼虫を採集しているが,  これらは別種である可能性が高い.
5L, 鳥取県境港市麦垣町弓ヶ浜,  19. v 2008, TH leg.
1L, 島根県出雲市大社町神戸川河口の砂浜, 25. v 2008, MHleg.
2L, 島根県松江市鹿島町古浦海水浴場, 25. v 2008, TH leg.
5L+ IP, 島根県浜田市久代川河口付近の砂浜, 29. v 2008, MH leg.
3L, 島根県松江市鹿島町古浦海水浴場, 7. vi 2008, TH leg (飼育に用いた個体)
1L, 島根県大田市鳥井町鳥井海水浴場, 6. vil 2008, TH leg.
I IL, 島根県江津市黒松町黒松海水浴場, 6. vil 2008, TH leg.
2L, 島根県出雲市多伎町久村海岸, 5. x 2008, TH leg.
1L, 島根県出雲市多伎町久村海岸, 15. xi 2008, MH leg.
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鹿児島県 トカラ列島宝島の水生甲虫類

細谷忠嗣・ 清 拓哉・ 川下悠希

No. 165 (March 2009)

Records on aquatic Coleoptera in Takara Island, Tokara Islands,
Kagoshiama Prefectu re, Japan

Tadatsugu HosoYA, Takuya KIYosHI and Yuk i KAwAsHIMo

ト カラ列島の宝島は, 小宝島と共に動物地理学における渡瀬線のすぐ南に位置し, 琉球列島における東洋区
の最北として様々な動物群の分布について議論される地域である. 宝島北東部の低地地帯には従来, 大池およ
び小池とよばれていた止水域が存在したが, 1980年代中頃に水が涸れてしまい (松井他, 1988), 散発的に水
が貯まることはあっても, この20年間はほぼ千上がった状態であるとのことである (民宿の夫妻の話). 今で
は草本が密生し, かって大池と小池があった場所を確認することができなかった. 現在, 島内には農業用の用
水池が集落近くに複数作られている.  このうち集落の西に位置する用水池で若干の水生甲虫類を採集したの
で, ここに報告する. この用水池は深さ 4~5 メートル, 広さは20 メートル四方程度である (図 1). 三面張り
のすり鉢状の形 (図2) であるため, 水生昆虫類の生育に適さないのではないかと思われたが, 以下に示す水生
甲虫類を確認することができた. 宝島のように小さな島l興内において止水域が人工的に建造され, 一部の水生
甲虫類の代替的な生息地として利用されていることは興味深い.
今回のトカラ列島調査では, 口之島, 中之島, 諏訪之瀬島, 悪石島においても調査を行ったが, 時間の関係
上, 水生甲虫類の調査を行うことができず, 宝島以外では水生甲虫類を確認できなかった.
本報告では, 宝島で今回確認された水生甲虫を示すと共に,  これまでにトカラ列島各島で記録されている水
生甲虫類の一覧を示す. 今後,  トカラ列島で昆虫調査を行う方々 の一助となればと思う.

採集記録
宝島において, 以下の2 科に含まれる7 種を採集した. 採集地は「鹿児島県十島村宝島 集落西部 用水地」
のーカ所のみ, 採集者は全て 「清 拓哉・ 細谷忠嗣・ 川下悠希」 であるので以下では省略する.

ゲンゴロウ科 Dytiscidae
チャイロチ ビゲンゴロウ Liodessus megacephalus
l ex., 12. V I II 2008.
鹿児島県レッドデータブックにおいて準絶滅危惧に指定されている (鹿児島, 2003).
アマミチビゲンゴロウ Guignotus3apomcus amamiensis
l e x., 12. V I I I 2008.
鹿児島県レッドデータブックにおいて分布特性上重要に指定されている (鹿児島,  2003)
ヒメゲン ゴロウ Rhantuspu1υerosus
4cl?, 12. Vm 2008.

図1.  用水池の全最. 図 2.  ゲンコ ロウ科甲虫が観察された用水池の護岸部分
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ゥスイ ロシマゲンゴロウ Hydattcus rhantoides
l f , 11. VIII 2008; 101;', 12. VIII 2008.
コガタノゲンゴロウ eyot'ster tn'Pmctat gs  Onentah
30,', l t. Vm 2008; l f , 12. VIII 2008.
鹿児島県レッドデータブックにおいて準絶滅危惧,  環境省において絶滅危惧I類(CR+EN) に指定されてい
る (鹿児島, 2003).

ガムシ科 Hydrophilidae
ヒ メ ガムシ Sterno1ophus rufiPes
3 ex., 12. Vm 2008.
マメ ガムシ Regimbartia attenuata
10 ex., 12. VIII 2008.

トカラ列島で記録されている水生甲虫類
7」,く生甲虫類の範囲は佐藤(2003) に従い,  コガシラミズムシ科Haliplidae, ミズスマシ科Gy「inidae, コツブ
ゲンゴロゥ科Noterldae, ゲンゴロウ科Dytiscidae, ダルマガムシ科Hydraenidae, ホソガムシ科Hyd「oCh-
1dae, ガムシ科Hydrophilidae (一部, 陸生と思われる種も含ま る),  ヒメ ドロム 科Elmjd;e,  ドロム、;科Dryopidaeの9 科についてまとめた. 分布は「トカラjl」島なとのように記録された量が不 ものは除 '

分布が明らかな島のみを不す. 文献は主要なものを略・iで不す(1: 佐藤(1985), 2: 松井他(l988), 3: SatOet
al (1gg4), 4: 佐々 木他(2002), 5: 佐藤(2003), 6: 吉 (2003), 7: ' 北山 (20107), 林(2008))・ また,
種名の前の* はトカラ列島がその種の分布の北限であるこ とを,  # は南限である とを不す・

コガシラミズムシ科 Hal ipl idae
* シナコガシラミズムシ Peltodytes sznensis
中之島: 2; 宝島: 1, 2

* コウ トウコ ガシラ ミズムシ ahpi g shotoshom
宝島: 1, 2

ミズスマシ科 Gyrinidae
* ッマキレオオミズスマシ Dineutus australis
宝島: 1, 2

* ォキナワオオミズスマシ琉球亜種 加cut gs  mei iyz  加 s g l a
宝島: 2

コツブゲンゴロウ科 Noter idae
* ッヤコツブゲンゴロウ Canthydrus mtidulus
中之島: 1,2, 7

# ムツボシツヤコツブゲンゴロウ Canthydrus pol itus
トカラ列島 (島l興記載なし) : 5, 7

コツ ブゲンゴロウ Noterus japomcus
中之島: 2, 3; 悪石島: 3
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トカラ ッ ヤ ドロムシ Urumaetmis uenoi tokarana ( トカラ列島固有亜種)
口之島: 1

ドロムシ科 Dryopidae
(分布なし)

第 l65 号 (2009 年3 月)

トカラ列島の水生甲虫類
トカラ列島では,  ドロムシ科を除く 8 科に属する53 種の水生甲虫類がこれまでに確認されており,  そのほ
とんどが宝島 (35種) と中之島 (32種) である. その他は, 悪石島4 種, 口之島2 種, 横当島1 種が確認さ
れているのみであり, 諏訪之瀬島や平島, 小宝島, 臥蛇島といった島々 では水生甲虫類の記録がない.
トカラコマルガムシがトカラ列島固有種であるが, ケシヒラタガムシのトカラ列島亜種とされる場合がある
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(松井他, l988). また固有亜種はトカラッヤドロムシのみである.
トカラ列島は動物地理境界 (渡瀬線) にあたるため, 東洋区および旧北区の種の分布北限および南限となっ
ている. これらのうち, 北限種 ( * ) が17 種に対して南限種 (#) が4 種と南方系 (東洋区系) の種が優勢で
ある. 北限種については, 宝島が北限の種が8 種, 渡瀬線を超えて中之島が6 種, 口之島が l 種となっている
(フタキボシケシゲンゴロウとナガトゲバゴマフガムシの分布する島は不明). 南限種については中之島までと
なっており, 波瀬線を超えて宝島を南限とする種はいない (ただしムツボシツヤコツブゲンゴロウの分布する
島は不明).

本調査は十島村から昆虫採取及び捕獲に関する許可を受けて行った.  また,  この研究は日本学術振興会科学
研究費補助金基盤研究若手研究(B) (No 20770069) の補助を受けて行った.

引用文献

林 成多, 2008.  日本産セマルカ'ムシ属の同定と分布, ホシザキグリー ン財団研究報告, l l:93-102.
鹿児島県, 2003. 鹿児島県の絶減のおそれのある野生動植物 動物編 一鹿児島県レッ ドデータブックー, 鹿児島県環境生活
部環境保護課編, 財団法人鹿児島県環境技術協会, 鹿児島. pp 642.

松井英司・ 高井 泰・ 田辺 力, 1988. 鹿児島県の水生甲虫相, Satsuma,37:61-115.
森 正人・ 北山 昭, 2007. 改訂版 図説 目本のゲンゴロウ (第2刷), 文一総合出版, 東京, PP231.
佐々 木健志・ 木村正明・ 河付 太, 2002.  コウチュウ日 (鞘翅目), In沖細県産生物目録シリーズ 1  增補改訂 琉球列島産

昆虫日録, 東 清二監修, 屋富祖昌子・ 金城政勝・ 林 正美・ 小演継雄・ 佐々 木健志・ 木村正明 ' 河村 太編, 沖繩生物

学会, 沖縄・ 西原, p.157-284.
佐藤正孝, 1g85. コガシラミズムシ科,  ミズスマシ科, コツプゲンゴロウ科, ケ'ンゴロウ科, ガムシ科, In原色日本甲虫図鑑

(II). 上野俊一 ・ 黒澤良彦・ 佐藤正率編, 保育社, 大阪, pp514, PL80.
佐藤正華, 2003. 15 章 節足動物 m. Ill 【11類 コウチュウ類(鞘翅日) Coleoptera. In琉球列島の陸水生物. 西原信昇監修,

西田 睦・ 鹿谷法一 ・ 諸喜田茂光編著, 東海大学出版会, 神奈川, p 449-466.
sate, M., Morjta, s.,0hbayashi, N., Kimura, M., Sakai, M., Notsu, Y., Kaneno, S. & Herl, Y.,1994. The insects fauna of the

Tokara Islands of the Ryukyu Archipelago. In WWF Japan Science Report. vol.2. Part 2. Ecole9iCal Su「Vey of
Tokara Islands. p 276-280. World Wide Fund For Nature Japan, Tokyo.

吉富t専之, 2003.  日本産ダルマガムシ科, 足虫と自然, 38(2):23-26.
(細谷: 九州大学大学院比較社会文化研究院)

(清: 京都大学大学院理学研究科)
(川下: 九州大学農学部)

0関東平野の荒川下流域でのオオルリハムシの記録
オオルリ ハムシ Chrysotinaυirgata (Motschul-

sky) は, 本州・ 九州・ 佐渡島に分布する. 関束平野
を流れる荒川下流域では,  1970年代に東京都板橋
区や埼玉県の田島ヶ原で報告されているが, その後
の記録はないようである. 筆者が2000年から
2002 年にかけて荒川下流域で本種の分布調査を
行った際も, 寄主植物のシロネLycopus tucidusは
あったものの本種を確認することができていなかっ
た. 2007 年に以下のとおり荒川下流域で本種を確
認することができたので報告する.

2 exs., 埼玉県さいたま市桜区塚本, 3. V 2007;
1 ex., 同所, 23. V 2008, 筆者採集.
確認した場所は耕作放棄された水田跡であり,  シ
ロネがまとまって生えていた. 2007 年5 月から9
月まで, シロネ100本上のオオルリハムシの成虫の
個体数を数えた.

7 exs.,9. V 2007;21 exs.,22. V 2007;24 exs., 6.

VI 2007; 27 exs., 12. VI 2007;  26 exs.,  20. VI.
2007; 23 exs., 2. VII 2007;25 exs., 7. VII 2007; 22
exs., 15. VII 2007; 20exs., 18. VII 2007; 17 exs.,
1. VIII 2007; 13 exs., 15. VIII 2007; lOexs., 29.
V I I I 2 0 07.

2007 年9 月7 日に荒川が增水した際,  同地は冠
水した.  9 月以降にオオルリハムシの成虫を確認す
るこ と はでき なかった. しかし,  2008 年 5 月には
成虫を確認することができた.  本種は河川, 湖沼,
放棄水田といった湿地に生息しているが,  このよう
な増水による撹乱をしばしば受けると考えられる.

参考文献

岩井大 ・ 八木剛, 2008.  日本におけるオオルリハムシの
地理的分布. 民患ニューシリーズ, 6(2): 105-110.

宮田 彬, 2003. オオルリハムシ大分県九重町に産す. 月
刊むし, (394): 4-5.

(埼玉県北本市, 岩井大l南)
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0スジヒラタハネカクシの採集例
スジヒラタハネカクシ Psetidopsisωatanabei

HERMANは, ハネカクシ科, スジヒラタハネカクシ
亜科に属する小型ながら特徴のある種で, 高山帯に
分布する目本特産種 (北海道・ 本州) である (渡辺,
1985). 当初はPseudopsissutcata NEWMANの名で
北海道から初記録され,  この時に和名も与えられた
(WATANABE, 1972).  この種は北半球に広く分布し
ているが, その後,  日本産は前種の名で別種として
記載された (HERMAN, 1975).
本州での記録は筆者には分からないが, 立山や白
山など北陸地方の高山では記録されていない. やや
古いが, 筆者は下記の通り山梨県で本種を採集して
いるので報告しておく.

4 exs., 山梨県韮崎市」風凰山地蔵ヶ岳, 標高約
2,400 m, 11.X.1997, 筆者採集, 直海俊一郎氏同
定, 3exs. 直海氏保管, 1 e x. 華者保管.
風凰小屋周囲の落葉ふるいで採集された. 周辺環
境はダケカ ンバや落葉針葉樹の亜高帯樹木の混生
林.
同地からは既に報告されているが (水野・ 細田,

;: ,;1,

第 l 65 号 (2009 年 3 月 )

1999), やや埋もれがちなので報告した次第であ
る.
本種を含むスジヒラタハネカクシ属Pseudopsts
は, 唯一属でスジヒラタハネカクシ亜科PseudoPsi-
naeを構成する.  その代表的な外観標徴を図示して
おく. 前肢の基節高は後方に開き (図8), 後肢の転
節は大きい (図4).
末筆ながら, 標本を同定して頂き, 公表を勧めら
れた直海俊一郎氏 (千葉県立中央博物館) に深謝申
し上げる.

参考文献

水野弘造 ・ 細田倖市,  1999. 風風山産甲虫類目録(II),
- l991 年版への追加と訂正一. 関西甲虫談話会資料,
(14): 1-35.

WATANABE, Y. l972. Some staphylinid beetles from the
Hidaka mountains in Hokkaido, Japan. Mom. Natn.
Sci. Mus. Tokyo, (5):111-121.

渡辺泰明, 1985. ハネカクシ科. 上野俊一 ・ 黑澤良彦・ 佐
藤正孝編「原色日本甲虫図鑑II」; 261-321, pls 46-56.
保育社, 大阪.

図 l ~4.  1, 背面; 2, a更面; 3, 部a更面; 4, 後肢.
(福井県坂井市三国町三国東4-3-23-115, 斎藤昌弘)
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力イ ミヤマヒサゴコメツキの形態について

大 平  仁  夫

No. l65 (March 2009)

Hitoo OHIRA: Some morphological notes onHomotechnes motschulskyi kai
(Coleoptera: Elateridae) from Yamanashi Prefecture, Honshu, Japan

A bst ract : Homotecltnes motschulskyi kat (KIsHII, 1996) (Figs. 1 and 2) was original ly de-
scr ibed fr om upper st ream of the Haruki-gawa a n d the surrounding mounta in a re as o n

southern province i n Yamanshi Prefecture, Honshu, Japan. The general structure of t h is

subspecies seemed to be morphologically closely related to ri brunneofuscus (NAKANE, 1954)
from Honshu, Shikoku and Kyushu.

カイ ミヤマヒサゴコメッキHomotechnes motschulskyi kaiは, KIsHII (1996) が山梨県早川町春木川上流で
1gg4 年6 月5 日に大川秀雄氏が採集した雄個体をHolotypeに指定して記載した亜種で, 同時に早川町山伏
峠, 見延町七面山, 見延町安倍峠産の若干個体をParatypeに指定しているが, 原記載以降での再記録はない.
筆者は東京都の森田誠司氏の厚意で, 故恩田賢吾氏が山梨県身延町七面山で採集された若干個体を調査する
ことができたので, ここにその概要を報告する.
本文を草するにあたり資料の提供を頂いた森田誠司氏, 本文について指導をいただいた名古屋大学大学院 '
生命農学研究科の大場裕一博士に心から感謝の意を表する.

1.  形態の概要
雄. 体長は13~ l5 mm内外. 体はやや偏平状, 両側は上翅の後方2/3 あたりでもっとも幅広くなり, 'ひさ
ご型' は顕著ではない(Fig.1, A). 体は黒色で光沢を有し, 前胸背板の後角部と体下面の大部分は暗褐色, 触
角と肢は褐色~ 暗褐色を呈する.
頭部の前頭部の正中部とその両側部は浅い縦凹溝を有する(Fig. l, J↑↑).  また, 前頭横隆線の中央部は抑圧
されて幅狭く不明瞭となる(Fig.1, J个). 触角は短く, 第1 節は楕円形状で, 第2 節は棍棒状, 第3 節は細長い
倒円錐状で, 第2 節の約1.5 倍あり, 第4 節から鋸歯状を呈するが, それから末端節へは漸次細まり, 数珠状
の連結はしていない. 前胸背板は矩形状で幅より長く, 両側は後角末端でもっとも幅広い(Fig.1, K). 背面は
緩く膨隆し, 正中部には通常は浅い平滑縦隆線を有する(Fig.1, K↑). 前胸腹板突起は後方に直線状に伸長し,
末端近くで緩く湾曲して末端は鈍くとがる(Fig. l , C). 腰板は図示したようで, 側方は顕著に細まる(Fi9・l,
B). 下翅は短小で, 末端は腹部の第5 腹節あたりまで達する程度であるが, 前縁脈(Costa) (Fi9.1, E↑↑) や中
脈(Media) (Fig. l, E↑) などは角質化が顕著である.
交尾器の中央突起は末端に漸次細まって鈍くとがり, 側突起の末端とほぼ等長である(Fig. l, H). 側突起の
末端の三角状部は長さより幅広く, 外緑角は後外方に鋭くとがる(Fig. l, I). また, 側縁部に生ずる感覚毛は短
く, 消失するか1~2 本が基部近くに生じるのみである(Fig.1, H↑).
雌. 一般体形は雄に類似するが, 触角の第2, 3 節 (とくに第3 節) より細長く, 第4 節からの鋸歯状はより
浅い(Fig. l, F). 内部生殖器の外形は同属の他の亜種と相同であるが, 受精嚢内のブラシ状物はきわめてよく
発達している (Figs. 1, D; 2↑, ↑个).

2.  その他について
本亜種の外形はチャグロヒサゴコメッキH brunneofuscus(NAKANE, l954) (以下チャグロと略) にきわめ
て類似している. チャグロの外形には地域変異があり, 長野県産については大平・ 吉沢(2003) が, 和歌山県産
は大平・ 平松(2002) が, 愛媛県産は大平・ 白石(1998) が詳しい形態を報告している.  また, 下翅の長さの変
異については大平(1990, 1993) が九州産についての調査を報告している.
下翅が短小化している本種の50数亜種群の分化の経緯についてはまだ根拠のある説明ができていない. ま
た, チャグロは通常は正常な下翅の長さを有するが, 九州地域に分布する個体群の中に短小化したものが分布
しているのは興味がある.
本属の基準種であるH. corymbitoides CANDiizE,1882 は中国の四川省あたりで見出された体長13 mm内外
で偏平状をした種で, 成虫の外形は大平(1973) が示しており, 鈴木(2001) は下翅の長さは正常であるとして
いる. また, 雌内部生殖器の受精要内にある角質化したブラシ状物の外形はKIsHII (1993) が示しており, 主と
してこの形状の相同性に基づいて日本産の種はすべてこの属に含まれるとして処理している(KIsHll, 1996).
しかし, 本属の近属にも授精要内に類似したブラシ状物を有するものが存在する. また, 一般に受精嚢内に見

- 1 1 -
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A

Fjg. l.  A-K, H m kaj ( 力イミヤマヒサゴコメッキ),  d;'' (D and F, ♀).  A, body length 13mm; B,1eft basal plate,
ventral aspect; C, presternal process, lateral aspect; D brush-like hairs in bursa copulaterix; E, right
hind wing; F and G, 2nd to 4th segments of right antenna; H and I, apical portion of male genital ia,
dorsal aspect; J, head, dorso-1atera1 aspect; K, pronotum, dorsal aspect.

られるブラシ状物や針状物などは個体間で変異が見られるので, 角質化した特徴のある形態を有するものは別
にして, 一般には属より上位のタクソンの位置を判断する形質として用いられることが多い. いずれにしても,
日本に分布する種とその多数の亜種群の相互の関係を知るには, 従来の外部や内部形態上の識別では限界があ
るように思われる. 最近ではDNA分析手法による系統解析も一部の亜種で大場博士により進められている
が,  このカイミヤマの存在はきわめて興味ある存在ではないかと思われる. DNA解析のための資料の提供も
心からお願いしたい.
期査標本: 7 3♀♀, 見延町七面山, 5-VI- l994, 恩田賢吾採集.
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Fig 2.  Outline of the female internal reproductive organs of H m kai
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0「トホシニセマルトビハムシの寄主植物について」
への補遺
マメッ'夕からトホシニセマルトビハムシ Schen-

klingiakasuga NAKANE,1968 を採集したことを報
告したが (石川, 2008),  マメッ'夕から本種が羽化
したことが確認できたので確実に食草としている例
として報告する. 2008 年4 月に河津町で交尾中の
ペアを採集し同所で採取したマメッ 夕で飼育してい
たところマメッタが結れたため, 飼育中の個体は新
しいマメッ 夕を入れた別の容器に移した. 枯れたマ
メッタをそのまま放置しておいたところ, 黒く変色
しカビも生えてきたが6 月下旬に新成虫5 個体が
羽化してきたのが確認された. マメッ 夕は樹幹より
苔とともに採取しており, 本種は苔の部分で蛹化し
たものと思われる. なお, 野外で採集される個体の
体長は3.3 mm程度であるが, それらは体長2.6
mm程しかない小型個体であった. 採取したマメツ'
夕に本種の幼虫または卵が元々 付いていたのか, あ
るいは飼っていた個体がマメツ タに産卵しそれが成

- 13

マメッ 夕より羽化した個体 (左), 野外で採集した個
体 (右)

虫になったのかは不明だが, 餌がなく なったため十
分成長できずにこのような小型個体になったものと
考えられる.

文 献

石川 均, 2008. トホシーセマルトビハムシの寄主植物に
ついて. 甲虫ニュース (163): 7- 8.

(静岡市, 石川 均)
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0ツマグロカミキリモ ドキを十勝支庁上士幌町で採
集
ッ マ グロ カ ミ キ リ モ ド キ Nacerdes meLanu ra

(LINNAEUS) は,  世界各地に分布する種であるとさ
れ, 国内でも北海道から琉球まで広く分布する4).
しかし実際の生息地は決して普通的ではなく, 海岸
に近い平地の, 人為の加わった環境に限定されるよ
うである. また, 本種が日本における外来種である
とする見解21 もある.  上記のように図鑑では北海道
に分布するとされているものの, 道内からの具体的
な記録は非常に少なく, 筆者は石持支庁の野幌森林
公園からの記録3) しか知らない.  道東・ 道北につい
ては, 北海道の地域甲虫目録として収録種類数が最
多である上川町の目録51 を始めとして,  どの地域目
録にも本種の記録を見出すことはできなかった. 筆
者は本種を上士幌町報平温泉で採集しているが, 同
町のみならず道束・ 道北から初めての採集例となる
可能性があると思われるので, 記録しておきたい.

l f , 27. vI 2008, 北海道河東郡上士幌町様平温
泉, 約550 m (国土数値情報三次メッシュ番号
6543-01-35), 芳賀馨採集 ・ 保管.
採集地点は, 温泉街の東端に近い国道273 号の沿
道である. 上記の個体は, まだ明るい l8 時ころ, 歩
適のアスファルト舗装上を歩いていた. 温泉街の周
辺環境は, 長年の伐採により劣化してはいるが, 自
然植生のェソ マツ・ トドマツ群集または下部針広混
交林であり, 本種の生息環境としては非常に連和感
がある場所である.
糠平温泉を含む上士幌町の山地帯は, 過去には鉄
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道・ 国道ともに盲腸線で, 外部からの人の出入りも
少なかった.  しかし1993 年ころに三股・ 層雲峡間
が通年通行可能となってからは, 三国l峠を越えて旭
川と帯広を結ぶ道内の主要交通路の一つとなり, 本
州を含む違隔地から来たと思われる貨物自動車が絶
え間なく往来している. 採集時の状況から考えて,
上記の個体は自動車に付者して外部から運搬されて
きた可能性が高い. 2007 年のコルリァトキリゴミ
ムシの発見l l に続いて本種が発見されたという事実
は, 人為の影響によって上士幌町の甲虫相に外来種
が徐々 に混入しつつあることを示唆することかもし
れない.
末筆ながら, 文献の入手に便宜を図ってくださっ
た離倉正人氏に厚くお礼申しあげる.
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CFITにより野外で採集されたナガチビヒラタム
シ

ナガチビヒラタムシ Mtcromatthus debitis LEC-
oNTE, 1878 は,  北アメリカで最初に発見された小
さな甲虫である. 生活史には特徴があり, 雌雄によ
る有性生殖の他に, 幼態成熟の雌が単為生殖を し
て, 「雌を胎生する個体」 と 「雄を生み出す個体」を
生じることが知られている.
これまでに原産地の北米の他, 南アフリカ, ハワ
イ, キューバ,  ブラジル, 香港などに分布すること
が報告され,  日本からは1978 年に横浜市戸塚区に
ある小学校の給食室で大発生した例が報告され, そ
の後千葉県, 埼玉県などからも報告されているよう
である.
筆者らはこれまで記録のなかった沖縄県から本種
と思われる個体を野外に設置した衝突板トラップ
(FIT) で得ることができたので,  ここに記録してお
きたい.

1♀, 沖縄県宮古島市大野山, 7-18.Vm 2008, 上
地廣泰採集.

引用文献

林長 閑, 1979.  日本における始原亜目Micromalthidae
の発見 一その生態と形態について一 . 甲虫ニュース,
(44): 1-4.

(沖 県宮古島平良, 上地藤泰)
(東京都世田谷区, 鈴木 亙)

14 -



C0LEOPTERISTS' NEWS

オキナワマダラホソカタムシの発生時期

槙原 寛・ 伊禮英毅・宮城 健・安里 修

No. l 65 (March 2009)

Note on flight period of Trachypholis okinaωensis NAKANE
(Coleoptera, Zopheridae, Colydiinae)

Hiroshi MAKIHARA, Hideki IREI, Takeshi MIYAGI and Osamu YASUZAT0

はじ めに
オキナワマダラホソカタムシTrachypholis okinaωensis NAKANE (図 l) は沖縄島名護岳で1985 年5 月3
日に採集された個体に基づき, 記載された種である (中根, 1991). バラタイプは那翻市末吉で l985 年11 月
と鹿児島県トカラ中之島で1988 年5 月20日に採集された個体である. 最近, 青木(2009) により, 全形図が
示されたように,  これまであまり採集されなかったようである. 筆者らは沖縄県国頭村および名護市名護岳で
のマレー ズトラップを使っての調査で本種を多数捕獲, その結果を整理し, 本種の発生時期を明らかにした.
ここにその詳細を報告する. そして, 捕獲個体数が多いため, 雌雄の区別は行わなかった. なお,  この報告は
沖縄県が行った 「生物多様性を考慮した森林施業に関する研究」 および「昆虫を指標とした里山広葉樹林の評
価手法及び管理手法に関する調査」 の成果に基づいたものである.

調査地の概要
「生物多様性を考慮した森林施業に関する研究」の調査地は沖縄県国頭村北部の次の8 林分でオキナワジイ,
イジュ等を主体とする天然性広葉樹林である (安里ら, 2002; 図2).
奥育成天然林施業予定区: 標高150 m; 斜面方位南西; 傾斜22 度
奥対照区: 標高150m; 斜面方位南西; 傾斜16 度
宇嘉平成3 年育成天然林施業区; 標高300 m; 斜面方位南西; 傾斜27 度
宇嘉平成5 年育成天然林施業区; 標高248 m; 斜面方位束; 傾斜20度
宜名真平成7 年育成天然林施業区; 標高 l95 m; 斜面方位北東; 傾斜13 度
宜名真平成9 年育成天然林施業区; 標高200 m; 斜面方位北西; 傾斜18 度
宇嘉平成11 年育成天然林施業区; 標高248 m; 斜面方位北西; 傾斜19 度
宜名真対照区; 標高200 m; 斜面方位北西; 傾斜13 度
対照区は施業をしていない天然林である.
なお, 育成天然林施業とは優良な天然林の育成を目指すため, 有用樹以外の樹種, 不良木の除去を行う施業.
ただし, 林内に大きな空間は生じさせない.

図1.   オキナヮマダラホソカタムシ♀, 体長5.5 mm

- 15 -
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奥調査地

奥対照区
宇嘉H3
宇嘉H5
宜名真H7
宜名真H9
宇嘉Hi t

宜名真対照区

図2. 国頭付の試験地

表1.  国頭付各林分におけるオキナワマタラホソカタムシの捕1要l個体数
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ri14」を指標とした里山広棄k針林の評価手法及ひ管理手法」の調査地は名if變市の東側に位置する名al重ll岳森林
公園で名 ''市中央公国として1中縄県民に組しまれている里山林である. 試験林は次の3 林分である (伊禮' 宮
城, 2002; 図 3).
広葉樹林: 20 x20 mでの木本植物 (月tj高直径3 cm以上) 16 種でリュウキュウマツなし.
混交林A: 20x20 mでの木本植物15 f dでリュウキュウマツも るが , 広集樹が優勢な林分
混交林B: 20x20 mでの木本植物16 種でリュウキュウマツもあり,  リュウキュウマツが広集樹より優勢な
林分.

調査方法と期間
調査は各林分マレー ズトラップを斜面上部に各1 基設置した. 使用したマレー ズトラップは長さ1.8 m, 高
さ 1.8 mのテント形をしたタウンズ型である.
期間は国頭村で2001 年9 月20口から2003 年4 月10日, 名護iiiでは2002 年4 月16 目から2003 年9
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図4. 国頭村におけるオキナワマダラホソカタムシの捕獲消長.

月15 日である. 捕獲された昆虫の回収は原則として2 週間に1 回である.
回収された昆虫類のうち, オキナワサビマダラホソカタムシ捕独一数を月毎にまとめた. ただし, 名護岳では

2003 年3, 4 月はデータ整理の関係で2 ヶ月をまとめた.

結果と考察
オキナヮマダラホソカタムシの捕獲消長

国頭村:2002,2003 年とも10月以降に捕獲されるようになり, 2 月前後に少なくなり, 4 月前後が最も個体
- 17 -
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表2.  名護岳各林分におけるオキナワマダラホソカタムシの捕獲個体数
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名護岳におけるオキナワマダラホソカタムシの捕獲消長.

へ o

数が多い. そして, 6 月から10月までは非常に少ない. また, 2002 年よりも2003 年の方が顕著である (表 l,
図4).
名護岳: 調査期間は国頭村より短いが, ほぼ同じ結果であった (表2, 図5).
これらのことから, オキナワサビマダラホソカタムシは秋に新成虫が出て, 暖かい時に飛翔してマレー ズト
ラップに捕獲される. 1,2 月は気温が低いため, 飛翔できず, 捕獲個体が非常に少ない. 3 月以降気温が高くな
り, 飛翔個体が増えるため, 捕獲個体数が増えたと推定される. 6,7 月に僅かに捕獲される個体はかなり古ぼ
けたもので, 秋に羽化した個体の生き残りではないかと思われる.
なお, 試験林分間にかなりの差が認められるが, 今回は言及しない.

おわ り に
オキナヮマダラホソカタムシが沖縄県の調査で多数捕獲され, 発生時期が秋から春であることが明らかに
なった. 沖縄島以外にトカラ中之島でも記録のあることから, 奄美諸島に分布していることが想像される. 発
生時期が分かったので, 今後新たな分布地域が增えることが期待される.

参考文献

青木淳一, 2009. 図鑑に載っていない日本産ホソカタムシ. Kanagaωa-Chuho, 0daωara, (165): 1-15.
安里 修・ 伊禮英毅・ 宮城 健・ 漢那賢作・ 比嘉政隆, 2002. 生物多様性を考慮した森林施業に関する研究. 沖細県林試業
報, l3:10-11.

伊禮英毅・ 宮城 健・ 安里 修, 2002. 昆虫を指標とした里山広葉樹林の評価手法及び管理手法に関する調査. 沖細県林試業
報, l3:7-9.

中根猛彦, l 991. 日本の甲虫覚え書 7. 北九州の昆虫, 38:1-9, pi t.
(,l実原: 独・ 森林総合研究所; 伊禮: 沖縄県林務部; 宮城・ 安里: 沖縄県森林資源研究センター)
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岡山県において幹掃き採集で得られたテン トウムシ2 種

末長晴輝・ 奥島雄一

幹掃き採集とは, 樹幹および立ち枯れや倒木の幹の表面を帯等で掃いて, その表面にいる昆虫を採集する採
集法のことである.  この採集方法によって, 今まで確認例の少なかった種がまとまって採集されるようになり
最近注目されている (今坂, 2007).
筆者らは岡山県久米郡の旭川湖周辺の照葉樹で構成されている寺社林で幹掃き採集を試みたところ, 下記の
注目すべきテントウムシを得ることができたので記録する.

ムクゲチビテントウ S ma加' ｽonafaPomca(BEITTER

1 ex., 岡山県久米郡美咲町栃原, 6-V-2008, 末長晴輝採集・ 保管 (写真1).

クロジュウニホシテン トウ P1otinaυersico1or (LEWIS)

6 exs., 岡山県久米郡美咲町栃原, 6-v-2008, 奥島雄一採集, 倉敷市立自然史博物館・ 末長晴輝保管(写真2).

写真1.   ムクケ'チビテントウ

i・'

写真2.   クロジュウーホシテントウ

ムクゲチビテントゥは, 岡山県野生生物目録 (岡山県, 2003) に掲載されておらず, それ以後の記録も見当
たらないため岡山県初記録と思われる.  クロジュウニホシテントウは岡山県内では山地(1978) による高梁市
臥牛山での記録が知られるのみである.
両種ともックバネガシかシラカシと思われるカシの仲間の樹皮を掃いて採集した. 樹皮の表面はマメッタや
コヶ類が密生していた. 幹掃き採集で他にァブラムシの仲間も確認することができたので, それらを捕食して
いる可能性がある. なお, 2 種が得られたのは一本の目通し幹周り約200 cmの木の我々の手が届く範囲で,
他の木からは全く得られなかった.
末筆ながら, 両種の岡山県内における記録についてご教授いただいた岡山県の山地治氏と本報を執筆するに

- lg -
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あたって助言をいただき, 写真撮影に協力して下さった, 愛媛大学の久松定智・ 北野峻信の両氏に厚くお礼申
し上げる.

引用文献

今坂正一, 2007. 2001 年以降に長崎県多良山系で採集した甲虫一幹掃き採集など新しい採集法の紹介をかねて一.  こがねむ

し, 長崎, (72): 7-17.
岡山県編, 2003. 岡山県野生生物目録. 397 pp. 岡山県.
山地 治, 1978. 岡山県より採集した甲虫類. すずむし, Ia敷, (115):25-30.

(末長: 愛媛県松山市; 奥島: 倉数市立自然史博物館)

愛媛県におけるコルリ ク ビポソハムシの記録

末長晴輝・ 武智礼央

コルリクビボソハムシLema michioi K. SUZUKIは, 2005 年に記載されたスゲクビボソハムシに近縁な種
で, 水田周辺や湖畔周辺などに生えるイポクサをホストとしている(SUZUKI,2005). 宮内(2007) によると記載
後, 本州では千葉県, 埼玉県, 東京都, 神奈川県, 富山県, 石川県, 福井県, 岐阜県, 愛知県, 滋賀県, 京都
府, 大阪府, 兵庫県, 岡山県, 広島県, 島根県で, 九州では佐賀県で記録され, 四国では2007 年に高知県から
記録された.
筆者の一人である末長はこの度, 愛媛県で採集さ
れた数個体を検したので記録する.  これまでの愛媛
県における文献記録は見当たらないため, 初記録と l

思われる.

l ex., 愛南町一本松, 6. VI 2007, 武智礼央採集・
保管 (写真).

lex., 伊予市城川町池野々 , 1. VI 2007, 武智礼央
採集 ・ 保管.

lex., 鬼北町長穂, 4~5. VIII 2007, 栗原隆採集・
保管.

愛南町一本松での記録は, 筆者の一人である武智
が水生昆虫調査のため水田周辺で調査活動を行って
いた際に, 畦に生えていたイボクサと思われる草か
ら本種を数個体確認し, 採集した一個体である.
本種は脚の色に変異があり, 腿節や 節の基半分
が黄色くなり後半分が黒褐色になる通常型のほか
に, 転節および脛節基部の一部を除く脚のほぼ全体
が黄色くなる黄脚型 (f hi ranoi) 及びその中間型が
出現する (鈴木, 2005). 今回確認されたのは通常
型であるが, 高知県では黄脚型も確認されている.
末筆ながら, 本報の校関をしていただいた愛媛大
学の久松定智氏, 本報を執筆するにあたって多大な
助言を下さ った香川県の藤本博文氏, 写真撮影に協力して下さ った愛媛大学の瀬島期馬氏に厚く お礼申し上げ
る.

引用文献

宮内博至, 2007. 四国でコルリクビポソハムシを採集. 甲虫ニュース, (157):20. 東京.
SUZUKI, K.,2005. Description of a new species of the genus Lema(Coleoptera, Chrysomel idae, Criocerinae) from Honshu,

Japan. Elytra, Tokyo, 33:86-94.
鈴木邦雄, 2005. コルリクビポソハムシ (ハムシ科,  クビポソハムシ亜科) 通常型と黄脚型の中間型の発見. 甲虫ニュース,

(151):6. 東京.
(末長: 愛媛県松山市; 武智: 愛媛県松山市)
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0クチナガアシプトゾウムシを対馬で採集
クチナガァシブトソ' ウムシMonmotozo shige -

tsui (KoJIMA & MORIMOT0) は, KOJIMA & MORIM-
oTo ( l995) により三重県および和歌山県から得ら
れた標本に基づいて記載された種である. 当初, 属
名はGryporrhynchusとされていたが, 後にMor-
tm ot oz0 に変更された (ALONS0-ZARAZAGA &
LYAL,1999). その後, 紀伊半島だけでなく, 岐阜県
と広島県からも報告されているが, その他の地域か
らの記録はないようである (的場, 1999; 的場,
2008; YosHITAKE & OKAMOTO, 2001; 生川他,
2006). 瀬島は2007 年春に対馬で昆虫相の調査を
行った際, 本種を採集する機会に恵まれた. 本種の
分布を考える上で興味深い知見であるので, 追加記
録としてここに報告する.

1早 (写真), 長崎県対馬市上対馬町玖須, 2. V.
2007, 瀬島採集, 保管.

落葉広葉樹と常緑広葉樹の混交林において, 林道
の下草と低木をスウィー ビングして採集した. な
お, 今回も含め, 本種の既知の記録は全て♀である
ことを付記しておく .

引用文献

A Lo s0-ZARAzAGA, M. A. & C. H. C. LYAL, 1999. A WO「l d
Catalogue of Families and Genera of Curculiono-
idea (excepting Scol yt idae and Platypod idae). 315
pp. Entomopraxis, Barcelona.

KoJIMA, H., & K. MoRIMoT0, l995. Systematics of the
wee、il genus Gryporrhync1tus RoELoFs (Coleoptera:
Curculion idae). J. F'ac. Agric. Kyushu Uniυ., 40:117-
134.

的場 資,  l999.  和歌l」1県産ソウムシ科目録.  和歌山県立
自然博物館官報,  (l7):29-51.

的場 組t 2008.  i度単.県におけるクチナガァシプト、/ウム
シの記録.  月刊むし,  (444):45.
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生川展行・ 市橋 南・ 天春明吉・ 市川 太・ 稲垣政志・ 官
能健次 ・ 前川和則 ・ 横関秀行, 2006. 熊野灘沿岸照葉

樹林の甲虫類, In: 三重.尾! l談話会編, 熊野 沿岸照集
樹林の足虫: 63-188.

YOSHITAKE H. & 1. OKAMOTO,2001. Occurrence of Morzm-
otozo shigematsla (Coleoptera, Curculionidae) in Hir-
oshima Prefec ture, Japan. Elytra, Tokyo, 29: 124.

(愛媛大学, 瀬島翔馬)
(農業環境技術研究所, 吉武 啓)

0四国および九州におけるジュウジ トゲムネサルソ
ウムシの記録
ジュウジトゲムネサルゾウムシ Coehoderes e r-

zhnerz' (KoRoTYAEv) ( ソウムシ科サルソウムシ亜科
トゲムネサルソ'ウムシ族) は, Kunashir I. (模式産
地) および“Japan”産の標本に基づき,  トゲムネサ
ルソ' ウムシ属Mecysmoderesの新種として記 さ
れた (Korotyaev, 1994). その後, YosHITAKE
(2001 ) は, 当時未知であった本種の雌雄交尾器を記
,j  ・  図示すると共に日本におけるその分布・  生態情
報を整理し,  本種の分布域を南千島 (国後,  択捉)
および北海適, 本州とした他, イソツツジやッツジ,
スノキ属などのッッジ科植物数種を成虫期の関連植
物として記録した.  また,  トゲムネサルゾウムシ族
Mecysmoderiniの属分類体系の改変に伴って本種
の所属はクロトケ'ムネサルソ' ウムシ属Coelioderes
に変更されている (KoRoTYAEv & HONG, 2004;
YoSHITAKE & ITO, 2007).
最近, 者らは, 東京農業大学の小島弘昭氏のご
厚意や野外調査を通じて,  これまでジュウジトゲム
ネサルソウムシの記録のない四国と九州産の標本を

、 ・
・
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検する機会に恵まれた. 本種の分布を考える上で重
要と考えられるので, 追加記録としてここに報告す
る.

l♀, 愛媛県新居浜市東赤石山 (標高約1,600 m),
1. vm 2008, 瀬島採集・ 保管 (写真); 1♀, 熊本県
久住山, 26.vi. l992, 小島弘昭採集, 吉武保管.
新居浜市産の標本は,  日中ウバタケニンジン (セ
リ科) の花上で静止していたものであるが, その上
にはッッジ属の1 種が枝を伸ばしていたことから,
これが本種の関連植物である可能性が高いと考えら
れる.
末筆ながら, 貴重な標本をご提供下さった小島氏
に厚くお礼申し上げる.

引用文献

KoRoTYAEv, B. A., 1994. New weevils of the subfamily
Ceutorhynchinae from the Far East (Coleoptera,
Curculionidae). Zoosys t. Rossica, 3: 111-114.

KoRoTYAEv, B. A. & K.-J. HONG,2004. A re vised l ist o f
the weevil subfamil y Ceutorhynch inae (Coleoptera;
Curcul ionidae)of the Korean Fauna, with contribu-
tion to the knowledge of the fauna of neighbour ing
countries. J. Asia-Pacific Entomo1.,7: 143-16 9.

YosHITAKE. H., 2001. Supplement to the descr iption of
Mecysmoderes kerz;tnen (Coleoptera, Curculionidae,
Ceutorhynchinae)  wi th a ddi tional collecti on re -

cords from Japan. Jpn. J. syst. Ent., 7:321-325.
YosHITAKE, H. & M. ITO, 2007. A new genus and Species

of the tribe Mecysmoderini from Japan, with com-
ments on the subgenus Coe lioderes (Coleoptera:
Curculionidae: Ceutorhynchinae).  Ent. Reυ. Japan,
62: 75- 86.

(農業環境技術研究所,  吉武 啓)
(愛媛大学,  瀬島翔馬)

◇甲虫関連学会合併の検討について◇
日本革肖翅学会は, 2008 年度総会 (束雲大学・11
月22 日) において,  甲虫関連学会の発展的合併に
関して日本甲虫学会と歩調を合わせ検討を始めるこ
とについて, 会員からの承認を受けたうえで, 甲虫
学会と同内容の共同声明を行った. 発展的合併に際
して, 本学会は検討委員会を常任幹事会のなかに設
置し担当委員を任命して, 甲虫学会との協議にあた
ることとした. 委員は野村周平, 高桑正敏, 大原昌
宏および新里の4 名である. 検討内容は, 出版物や
例会等行事など多岐細部にわたり, 今後ほぼ1 年を
費やして両学会間で調整が行われる.
日本の甲虫関連学会は, 日本鞘翅目学会 (本学会
の前身) 発足以来36 年もの長期にわたり, 2 つの学
会が並列し独自の活動を続けてきた. そのような歴
史のなか, 両学会の所属会員は大きく重なるうえ,
会務を担う人材などにも同様の重複が認められる.
東京と大阪 (事務局), Elytraと昆虫学評論 (出版
物) という違いはあるが, 日本の甲虫研究者・ 愛好
者という会員母体はほとんど変わらないのである.
今回の発展的合併が実現することにより, 効率的か
つ充実した学会運営が可能となり, その活動を通

第165 号 (2009 年3 月)

じ, わが国とアジア諸国の甲虫学の発展にさらなる
寄与ができるものと確信している.

( 日本鞘翅学会会長 新里達也)

◇原稿の送付・ 間い合わせ先◇
原稿をワープ口等で作成される場合は, 刷り上が
り 2 頁を越える報文は1 行49 字, 短報は1 行23
字にそろえ,  CDと印字した原稿を1 部つけて下記
宛へお送りください. 附図がない場合には、連絡先
をご明記の上, 電子メールに添付(一太郎かワード)
してお送りください. また, 別刷り等をご希望の際
は, 投稿時に申し出てください. 初校の際に申込書
をお送りします.
〒l56-0035 東京都世田谷区桜3-14-13

鈴木 亙
E-mail: wsuzuki@hosei2.ed.j p

◇学会の発行物・ パックナンバー販売委託先◇
昆虫文献  六本脚
〒102-0075 束京都千代田区三番町24-3

三番町MY ビル3 階
TEL: 03- 6825- l l 64
FAX: 03 -5213- 1600
E-mail: roppon-ashi@kawamo.co.jp
URL: ht tp://kawamo.co.jp/roppon-ashi/
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昆虫学研究器具は「志資昆虫」へ
日本ではじめて出来たステンレス製有頭昆虫
針00,0, 1,2,3, 4,5,6 号, 有頭ダブル針も出来
ました。 その他, 採集, 製作器具一切豊富に取
り揃えております。
〒142-0051 東京都品川区平塚2 丁目5 番8 号
郵便振替 00130 -4-21129
電 話 (03) 5858-6401 (ムシは一番)
F A X (03) 3784-6464

(カタログ贈呈) (株)志賀昆虫普及社


